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平成 22 年 4 月 12 日 

株式会社イズミシステム設計 

 

ＰＡＬ･ＣＥＣ計算 【平成 22年版】 

 新機能ご紹介  
 

『ＰＡＬ･ＣＥＣ計算 【平成 22 年版】』では、平成 22 年 4 月 1 日以降に必要となる省エネ法および関係政令・省

令・告示への対応の他、問題の修正、機能追加を行っております。 

 

 

【ご注意】 

・ 旧バージョンにて作成された物件ファイルを開くと、新バージョンの計算内容で自動的に再計算します。 

再計算前と、計算結果が変わる可能性があります。 

・ 「平成 22 年版」にて保存した物件ファイルは、旧バージョンでは開くことはできません。 

・ ここに挙げた項目以外にも、細かな変更、バグの修正等を行っています。 

 

※ＰＡＬおよびＣＥＣの計算方法は、(財)建築環境・省エネルギー機構発行「平成 21 年省エネ基準対応 建築物

の省エネルギー基準と計算の手引 新築・増改築の性能基準（ＰＡＬ／ＣＥＣ）」（以下、手引書）に準拠してい

ます。出力様式は、上記関係法令および文献に準拠しています。 
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1. 平成２２年４月１日以降の省エネ法および関係政令・省令・告示への対応 

平成２２年４月１日以降の省エネ法および関係政令・省令・告示に対応しました。 

 2010 年 4 月 1 日以降の、新築・増改築時における省エネ措置の届出時の様式に対応しました。 

第１号様式（届出書）、第２号様式（変更届出書） 

 

 

 

 

 

2. 届出書のExcelファイル出力機能を追加 

 届出書を Excel ファイルとして出力できる機能を追加しました。 
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3. メイン画面 

 起動画面、プログラムアイコン、ドキュメントアイコンのカラーリングを H21 の手引書に合わせてグリーン系の

配色に変更しました。 

 処理中の物件ファイルに自由なコメントを入力できる機能を追加しました。 

メイン画面下部に入力欄が追加されています。 

 

 

 

 

 

4. 部位登録－窓詳細 

 窓の構成のガラス分類にフィルム貼付のガラスデータと、それに対応するガラス種類データを追加ました。 

 ナビゲーション(前へ、次へ)ボタンを追加しました。 
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5. 部位登録－外皮登録詳細 

 外皮登録詳細（外壁、屋根等の登録）で"Data Input"の構成材料を選択した場合に、表示される材料イメー

ジを選択できる機能を追加しました。 

画像番号列で Enter キーまたはダブルクリックを行うと選択画面が表示されます。 

 材料データの｢半密閉中空層｣を｢非密閉中空層｣に変更しました。 

 ナビゲーション(前へ、次へ)ボタンを追加しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ＣＥＣ／ＡＣ（空調）計算 

 主用途部が無い場合(一次エネルギー換算値の二次搬送および空調送風の主用途合計値が 0)は、熱源補

助機器の全負荷相当運転時間に非主用途部の全負荷相当運転時間(H21 手引き書表 3-63)を適用するよ

う変更しました。 

 CEC/AC 関連の各種帳票の細かな様式を H21 の手引き書に合わせて変更しました。 
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7. ＣＥＣ／Ｖ（換気）計算 

 画面「補正値設定」に運転制御等補正値 k を直接入力する機能を追加しました。 

・ 1 物件につき 1 種類の補正係数の直接入力が可能です。 

・ 入力済みの直接入力補正値を変更した場合、直接入力の補正値が選択されている別の行の補正値も

新しい値で更新されます。 

・ 直接入力した補正値は、印刷「CEC/V 計算表」に出力されます。 

 画面「空調機、パッケージユニットの換算動力風量計算」の送風機動力、コンプレッサー動力の入力可能桁

数を拡張しました。 

  

 

 

 

8. ＣＥＣ／L（照明）計算 

 計算方法の選択ミスを防ぐために、画面「CEC/L(照明)計算」および画面「区画詳細」に現在選ばれている

計算方法を表示するよう変更しました。 

 印刷「照明器具一覧表」の行間に罫線を印刷するよう変更しました。 
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9. ＣＥＣ／HW（給湯）計算 

 画面「管種選択」で単位温度、長さ、時間当たりの損失熱量(Ulij)の値を、H21 の手引書 p.314 表 6-10 から

も参照できるように改良しました。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

10. ＣＥＣ／EV（エレベーター）計算 

 旧バージョンではグループごとに入力していたエレベータ利用人口の入力を、バンクごとに入力するよう変

更しました。 
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11. Windows 7 (32bit/64 bit)に対応 

Windows 7 (32bit/64 bit 版) に正式対応しています。 

 

 

 

12. 旧バージョン物件ファイルのコンバート機能について 

旧バージョン(Version 4.0～平成 21 年省エネ基準対応(Version 4.6))の物件ファイルを平成 22 年版で開いたと

きに、最新のファイル形式にコンバート(変換)を行います。ただし、コンバートだけでは完全に最新の基準の計

算内容になりませんので、併せて以下の作業と各入力項目の確認を行ってください。 

① 届出書の作成画面を開き、「OK」ボタンで閉じる。（PAL 補正後の基準値の再計算） 

② 「自動再計算」を実行する。（全体の再計算） 

 

 

（コンバート確認メッセージ） 

 

【平成 21 年度版の物件データファイルからコンバートされる項目】 

• CEC/EV（エレベータ）計算で、バンク内全グループのエレベータ利用人口合計値を、バンクのエレベータ利

用人口に移行します。 

• 材料の画像番号を保存するための領域を追加します。 

 

※旧バージョンの物件ファイルを開く前には、念のためバックアップをお取り頂くことをおすすめします。 

※コンバート後に保存した物件ファイルは、旧バージョンでは開くことはできません。 
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